
太田川で樹木伐採をしていただける方を募集します！

「太田川水防災タイムライン検討会」が発足しました

　太田川河川事務所では、良好な河川環境
を維持する取り組みとして、地域の皆さん
の協力を得て、公募による樹木伐採を行い
ます。
　内容は、指定した区画に対し希望を募
り、応募者自らが樹木を伐採し、持ち帰って
いただくものです。伐採した樹木は、きのこ
栽培の原木や薪、園芸や竹細工の材料な
ど、暮らしの中で有効利用していただければ
と思います。
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被災地域の砂防えん堤、着々と整備中。

太
田
川
河
川
事
務
所
で
は
、
今
年

度
よ
り
太
田
川
流
域
に
お
け
る
防
災

関
係
機
関
が
連
携
し
、
災
害
発
生
時

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
い
つ
」「
誰
が
」

「
何
を
す
る
か
」
を
時
間
軸
に
沿
っ
て

整
理
し
、
予
め
合
意
し
て
文
書
化
し
た

事
前
の
行
動
計
画
で
あ
る
「
太
田
川

水
防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
、
平
成
29
年
11
月
６
日
に
、

広
島
市
役
所
に
お
い
て
「
太
田
川
水

防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
」
の
発
足

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

発
足
式
で
は
、
広
島
市
、
安
芸
太

田
町
お
よ
び
広
島
県
な
ど
の
行
政
機

関
、
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
事

業
者
、
電
気
・
通
信
等
の
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
、
地
下
街
管
理
者
、
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
な
ど
検
討
会
の
構
成
機
関
の
う

ち
、
28
機
関
約
90
名
が
出
席
し
ま
し

た
。当

日
は
、
中
国
地
方
整
備
局
長
、

広
島
市
長
、
安
芸
太
田
町
長
等
の
挨

拶
に
続
き
、
広
島
大
学
　
河
原
教
授

よ
り
「
太
田
川
の
自
然
災
害
」
と
題
し

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

太
田
川
河
川
事
務
所
長
よ
り
「
検
討

会
の
今
後
の
進
め
方
」
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
12
月
８
日
に
は
、
策
定
に

向
け
た
意
識
共
有
を
目
的
と
し
て
、

構
成
機
関
の
防
災
担
当
者
を
集
め
て

現
地
視
察
と
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
現
地
に
お
い
て
は
、
太
田
川
に
お

け
る
危
険
箇
所
の
状
況
、
平
成
26
年

８
月
の
土
砂
災
害
を
受
け
た
砂
防
堰

堤
の
整
備
状
況
、
お
よ
び
高
潮
対
策

事
業
の
状
況
を
視
察
い
た
だ
き
ま
し

た
。
勉
強
会
に
お
い
て
は
、
災
害
時
の

気
象
情
報
や
太
田
川
の
治
水
事
業
の

概
要
な
ど
を
説
明
し
、
水
防
災
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
出
席
者
か

ら
は
「
太
田
川
の
治
水
事
業
に
関
す
る

理
解
が
深
ま
っ
た
」「
普
段
接
す
る
こ

と
の
な
い
太
田
川
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
太
田
川
流

域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
全
国
で
初
め
て

「
洪
水
」、「
内
水
」、「
高
潮
」
及
び
「
土

砂
災
害
」
の
４
つ
の
事
象
を
想
定
し
て

検
討
す
る
予
定
で
す
。

今
後
、
平
成
31
年
度
出
水
期
か
ら

の
運
用
を
目
指
し
、
鋭
意
検
討
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　太田川河川事務所では、平成26年８月20日に発生した広島豪雨土砂災害により崩れて渓流に残っている不安定な土砂の安全性を
確保する「緊急事業」については地域の皆さまのご協力により24渓流（25基）の砂防えん堤工事を平成29年５月に完了させたところ
です。
　緊急事業が完了した渓流を含む安
佐南区山本、緑井、八木や安佐北区可
部東、大林地区などにおいて、広島豪
雨土砂災害と同規模の土砂災害が再
び発生した場合の土砂に対する安全
性を確保するため、引き続き、砂防え
ん堤等の整備を平成31年度末の完成
を目指して工事を進めています。
　平成29年8月以降、2渓流の砂防施
設（管理用道路を除く）が完成し、さら
に年度末までに2渓流の砂防施設が
完成する予定です。
　工事箇所周辺の皆さまには多数の
工事車両の通行や騒音など、ご心配を
お掛けしますが、安全対策を十分に行
いながら早期完成を目指して参ります
ので、引き続き、ご理解とご協力をお願
い申し上げます。

◆募集期間／平成30年１月15日（月）～2月2日（金）
　※事前申込みが必要となります。
太田川河川事務所ホームページをご覧いただくか、太田川河川事務所管理
第一課へお問い合わせください。

◆伐採期間／平成30年2月16日（金）～3月5日（月）
◆伐採場所／①広島市安佐北区口田南地先（大芝出張所管内）１４区画
　　　　　　②山県郡安芸太田町下筒賀地先（加計出張所管内）１５区画 
　　　　　　【１区画は、幅10ｍ×奥行20～30ｍ程度】
◆伐採種類／ヤナギ、竹など
問い合せ先は、太田川河川事務所　管理第一課　TEL（082）222-9248

広島市安佐北区口田南地先 山県郡安芸太田町下筒賀地先広島市安佐北区口田南地先 山県郡安芸太田町下筒賀地先

広島市長の挨拶

太田川水防災タイムラインのイメージ

1005渓流（小原砂防堰堤）安佐南区八木3丁目

H29.11.25撮影H29.11.25撮影

交通サービス 市町村 住民

○台風予報

○災害対策本部の設置 ○広域避難の体制確認
○台風に関する記者会見 ○避難方針の公表

○施設（ダム・水門・排水機場等）操
作確認

○交通サービス運行停止予告 ○自宅の保全
○台風に関する記者会見 ○資機材の調達 ○非常持ち出し物品準備

○避難所開設

○広域避難者の誘導・受入 ○広域避難開始
○台風に関する記者会見 ○リエゾンの派遣・TEC-FORCEの ○施設浸水対策の実施 ○リエゾン・TEC-FORCEの受入 ○要配慮者避難開始

（被害状況調査の支援）
○大雨警報・洪水警報 ○運行停止手順の確認 ○水防団待機

○河川・海岸・道路・砂防等の巡視 ○河川・道路等の巡視
○土砂災害警戒情報

○市町村長への事態逼迫状況の伝
○氾濫警戒情報 （ホットライン） ○避難指示・勧告の発表 ○避難開始

○大雨・暴風・高潮・波浪特別警報 ○道路通行規制の実施 ○運行停止準備の開始 ○水防活動実施 ○広域避難完了

○避難完了
○氾濫危険情報 ○市町村長への事態逼迫状況の伝 ○運行停止

（ホットライン）
○施設保全・退避完了 ○水防団等の危険箇所からの退避

○施設操作員の危険箇所からの退 ○最終的な危険回避行動

○氾濫発生情報
○被害状況の把握・施設等点検の
実施、公表

○被害状況の把握・施設点検 ○支援要請

○緊急輸送路の確保 ○運行見通しの公表

○交通サービス運行状況の把握、

○応急仮設住宅の供給 ○運行一部再開 ○水防活動一部終了

○警報の継続/解除 ○リエゾン・TEC-FORCE帰還 ○運行見通しの公表 ○避難指示・勧告の継続、一部解 ○避難継続、帰宅

○運行全体再開 ○水防活動全体終了 ○避難終了

国土交通省

災害対応体制を早期構築

し、要員・資機材を配備

運行停止の可能性

を早めに周知

広域避難の可能性を早

めに周知

早期に広域

避難を開始
事前の協定に基づき、緊

急避難路・運行停止

台風上陸前に

避難を完了

救助・物資輸送

の早期展開

迅速な災害対応

支援の実施

浸水しても早期復旧・再開が可能な
ように運行停止、施設の保全・退避



　
国
土
交
通
省
に
よ
る
広
島
市
街
地
の
高
潮

対
策
事
業
は
、
太
田
川
（
放
水
路
）、
天
満

川
、
旧
太
田
川
（
本
川
）、
元
安
川
の
４
河
川

（※

１
）に
お
い
て
、
昭
和
55
年
よ
り
河
口
部
か

ら
上
流
に
向
け
て
順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
戦
後
最
大
規
模
の
高
潮
被

害
と
な
っ
た
伊
勢
湾
台
風
級
の
台
風
が
、
広

島
湾
を
通
過
し
た
場
合
に
起
こ
る
と
想
定
さ

れ
る
高
潮
の
潮
位
ま
で
堤
防
を
嵩
上
げ
す
る

も
の
で
、
太
田
川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
基

づ
き
、
Ｔ
．Ｐ
．4.4
ｍ（※

２
）の
高
さ
ま
で
整
備
す

る
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
天
満
川
の
観
船
橋
か
ら
広
瀬
橋

付
近
の
両
岸
に
お
い
て
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
今
後
は
、
天
満
川

の
両
岸
を
横
川
新
橋
ま
で
整
備

す
る
ほ
か
、
旧
太
田
川
（
本

川
）
と
元
安
川
の
国
道
２
号
よ

り
上
流
に
つ
い
て
も
、
整
備
を

行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

  

太
田
川
の
高
潮
対
策
に
つ
い
て

高
潮
堤
防
工
事
の
進
め
方

　
高
潮
堤
防
工
事
は
、
河
川
沿
い
の
遊
歩
道

や
緑
地
公
園
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ま
に
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
緑
地
公
園
に
は
大
き
く
育
っ
た
樹
木
が
あ

り
ま
す
が
、
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
樹
木
を

極
力
残
す
よ
う
努
力
し
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
堤
防
の
嵩
上
げ
工
事
に
影
響
す
る
樹
木

に
つ
い
て
は
、
や
む
を
得
ず
伐
採
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺
の
皆
さ
ま
に

説
明
を
行
い
、
ご
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た

め
、
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
高
潮
堤
防
工
事
の
施
工
後
、
ス
ペ

ー
ス
が
確
保
で
き
る
場
所
に
は
、
広
島
市
に

よ
り
緑
地
公
園
が
別
途
整
備
さ
れ
る
予
定
で

す
。

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の

森
﨑
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を

１
日
事
務
所
長
に
迎
え
て

※1：京橋川と猿猴川については広島県による対応となります。
※2：T.P.とは、東京湾平均海面を0ｍとした高さの基準で、一般に「標

高」と呼ばれています。

　　

現地説明会の状況（平成29年8月10日）

　
平
成
29
年
11
月
20
日（
月
）
に
、「
土
木
の

日
記
念
行
事
」
の
一
環
と
し
て
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
の
森
﨑
浩
司
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
１

日
事
務
所
長
に
迎
え
、
広
島
市
立
大
町
小
学

校
で
防
災
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
の

防
災
学
習
で
は
、
自
然
災
害
の
怖
さ
を
改
め

て
認
識
し
て
も
ら
い
防
災
意
識
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
大
町
小
学
校
6
年
生
1
0
5
人

が
太
田
川
放
水
路
の
歴
史
や
土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
の
話
、
土
石
流
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
知
る
実
験
、
防
災
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
体
験
し
ま
し
た
。
森
﨑
1
日
事
務
所
長
か

ら
は
災
害
か
ら
命
を
守
る
5
つ
の
心
得
の
呼

び
か
け
が
あ
り
、
参
加
し
た
児
童
か
ら
は
、

「
避
難
の
方
法
な
ど
を
家
に
帰
っ
て
話
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

【
災
害
か
ら
命
を
守
る
５
つ
の
心
得
】

●
知
る
：
家
や
学
校
の
回
り
の
危
険
な
場
所

を
事
前
に
知
る
。

●
察
知
：
天
気
予
報
や
雨
量
レ
ー
ダ
ー
な
ど

の
防
災
情
報
を
早
く
察
知
。

●
行
動
：
災
害
が
起
き
た
時
を
考
え
家
族
と

相
談
し
て
お
く
避
難
行
動
。

●
学
ぶ
：
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
避
難
の

仕
方
や
連
絡
の
取
り
方
を
学
ぶ
。

●
備
え
：
災
害
時
の
非
常
持
ち
出
し
品
を
事

前
に
備
え
る
。

■森﨑アンバサダーが一日事務所長に就任

■大町小学校の防災学習の模様

森﨑浩司アンバサダー 一日事務所長の任命式

防災キックターゲット 土石流模型実験

太田川放水路の歴史 土砂災害の話

　地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会
基
盤
を
つ
く
る
た
め
に
必

要
な「
土
木
技
術
」
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、昭
和
62

年
に（
社
）土
木
学
会
に
よ
り
定
め
ら
れ
ま
し
た
。11
月
18
日
は

土
木
学
会
の
前
身
で
あ
る
「
日
本
工
学
会
」の
創
立
日
で
あ

り
、
ま
た
「
土
木
」と
い
う
字
を
分
解
す
る
と
「
十
一
十
八
」

と
読
め
る
こ
と
か
ら
「
土
木
の
日
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
国

土
交
通
省
で
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
土
木
」
の
字
を
わ
け
る
と
、

「
土
」
　十
と
一
に
わ
か
れ

「
木
」
　十
と
八
に
わ
か
れ
る
こ
と
か
ら

11
月
18
日
を
「
土
木
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

「土木の日」とは？

天満川左岸（中区側）の高潮堤防構造（新観音橋上流付近）

護岸整備
築堤（盛土）整備

堤防の工事に影響する樹木に
ついては、やむを得ず伐採しましたが、
堤防施工後に河岸緑地を整備しました。

河岸緑地整備

天満川左岸（中区側）整備後の状況
（新観音橋上流平成29年撮影）

天
満
川
↓
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潮
の
潮
位
ま
で
堤
防
を
嵩
上
げ
す
る

も
の
で
、
太
田
川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
基

づ
き
、
Ｔ
．Ｐ
．4.4
ｍ（※

２
）の
高
さ
ま
で
整
備
す

る
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
天
満
川
の
観
船
橋
か
ら
広
瀬
橋

付
近
の
両
岸
に
お
い
て
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
今
後
は
、
天
満
川

の
両
岸
を
横
川
新
橋
ま
で
整
備

す
る
ほ
か
、
旧
太
田
川
（
本

川
）
と
元
安
川
の
国
道
２
号
よ

り
上
流
に
つ
い
て
も
、
整
備
を

行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

  

太
田
川
の
高
潮
対
策
に
つ
い
て

高
潮
堤
防
工
事
の
進
め
方

　
高
潮
堤
防
工
事
は
、
河
川
沿
い
の
遊
歩
道

や
緑
地
公
園
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ま
に
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
緑
地
公
園
に
は
大
き
く
育
っ
た
樹
木
が
あ

り
ま
す
が
、
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
樹
木
を

極
力
残
す
よ
う
努
力
し
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
堤
防
の
嵩
上
げ
工
事
に
影
響
す
る
樹
木

に
つ
い
て
は
、
や
む
を
得
ず
伐
採
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺
の
皆
さ
ま
に

説
明
を
行
い
、
ご
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た

め
、
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
高
潮
堤
防
工
事
の
施
工
後
、
ス
ペ

ー
ス
が
確
保
で
き
る
場
所
に
は
、
広
島
市
に

よ
り
緑
地
公
園
が
別
途
整
備
さ
れ
る
予
定
で

す
。

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の

森
﨑
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を

１
日
事
務
所
長
に
迎
え
て

※1：京橋川と猿猴川については広島県による対応となります。
※2：T.P.とは、東京湾平均海面を0ｍとした高さの基準で、一般に「標

高」と呼ばれています。

　　

現地説明会の状況（平成29年8月10日）

　
平
成
29
年
11
月
20
日（
月
）
に
、「
土
木
の

日
記
念
行
事
」
の
一
環
と
し
て
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
の
森
﨑
浩
司
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
１

日
事
務
所
長
に
迎
え
、
広
島
市
立
大
町
小
学

校
で
防
災
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
の

防
災
学
習
で
は
、
自
然
災
害
の
怖
さ
を
改
め

て
認
識
し
て
も
ら
い
防
災
意
識
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
大
町
小
学
校
6
年
生
1
0
5
人

が
太
田
川
放
水
路
の
歴
史
や
土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
の
話
、
土
石
流
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
知
る
実
験
、
防
災
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
体
験
し
ま
し
た
。
森
﨑
1
日
事
務
所
長
か

ら
は
災
害
か
ら
命
を
守
る
5
つ
の
心
得
の
呼

び
か
け
が
あ
り
、
参
加
し
た
児
童
か
ら
は
、

「
避
難
の
方
法
な
ど
を
家
に
帰
っ
て
話
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

【
災
害
か
ら
命
を
守
る
５
つ
の
心
得
】

●
知
る
：
家
や
学
校
の
回
り
の
危
険
な
場
所

を
事
前
に
知
る
。

●
察
知
：
天
気
予
報
や
雨
量
レ
ー
ダ
ー
な
ど

の
防
災
情
報
を
早
く
察
知
。

●
行
動
：
災
害
が
起
き
た
時
を
考
え
家
族
と

相
談
し
て
お
く
避
難
行
動
。

●
学
ぶ
：
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
避
難
の

仕
方
や
連
絡
の
取
り
方
を
学
ぶ
。

●
備
え
：
災
害
時
の
非
常
持
ち
出
し
品
を
事

前
に
備
え
る
。

■森﨑アンバサダーが一日事務所長に就任

■大町小学校の防災学習の模様

森﨑浩司アンバサダー 一日事務所長の任命式

防災キックターゲット 土石流模型実験

太田川放水路の歴史 土砂災害の話

　地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会
基
盤
を
つ
く
る
た
め
に
必

要
な「
土
木
技
術
」
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、昭
和
62

年
に（
社
）土
木
学
会
に
よ
り
定
め
ら
れ
ま
し
た
。11
月
18
日
は

土
木
学
会
の
前
身
で
あ
る
「
日
本
工
学
会
」の
創
立
日
で
あ

り
、
ま
た
「
土
木
」と
い
う
字
を
分
解
す
る
と
「
十
一
十
八
」

と
読
め
る
こ
と
か
ら
「
土
木
の
日
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
国

土
交
通
省
で
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
土
木
」
の
字
を
わ
け
る
と
、

「
土
」
　十
と
一
に
わ
か
れ

「
木
」
　十
と
八
に
わ
か
れ
る
こ
と
か
ら

11
月
18
日
を
「
土
木
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

「土木の日」とは？

天満川左岸（中区側）の高潮堤防構造（新観音橋上流付近）

護岸整備
築堤（盛土）整備

堤防の工事に影響する樹木に
ついては、やむを得ず伐採しましたが、
堤防施工後に河岸緑地を整備しました。

河岸緑地整備

天満川左岸（中区側）整備後の状況
（新観音橋上流平成29年撮影）

天
満
川
↓



太田川で樹木伐採をしていただける方を募集します！

「太田川水防災タイムライン検討会」が発足しました

　太田川河川事務所では、良好な河川環境
を維持する取り組みとして、地域の皆さん
の協力を得て、公募による樹木伐採を行い
ます。
　内容は、指定した区画に対し希望を募
り、応募者自らが樹木を伐採し、持ち帰って
いただくものです。伐採した樹木は、きのこ
栽培の原木や薪、園芸や竹細工の材料な
ど、暮らしの中で有効利用していただければ
と思います。
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被災地域の砂防えん堤、着々と整備中。

太
田
川
河
川
事
務
所
で
は
、
今
年

度
よ
り
太
田
川
流
域
に
お
け
る
防
災

関
係
機
関
が
連
携
し
、
災
害
発
生
時

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
い
つ
」「
誰
が
」

「
何
を
す
る
か
」
を
時
間
軸
に
沿
っ
て

整
理
し
、
予
め
合
意
し
て
文
書
化
し
た

事
前
の
行
動
計
画
で
あ
る
「
太
田
川

水
防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
、
平
成
29
年
11
月
６
日
に
、

広
島
市
役
所
に
お
い
て
「
太
田
川
水

防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
」
の
発
足

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

発
足
式
で
は
、
広
島
市
、
安
芸
太

田
町
お
よ
び
広
島
県
な
ど
の
行
政
機

関
、
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
事

業
者
、
電
気
・
通
信
等
の
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
、
地
下
街
管
理
者
、
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
な
ど
検
討
会
の
構
成
機
関
の
う

ち
、
28
機
関
約
90
名
が
出
席
し
ま
し

た
。当

日
は
、
中
国
地
方
整
備
局
長
、

広
島
市
長
、
安
芸
太
田
町
長
等
の
挨

拶
に
続
き
、
広
島
大
学
　
河
原
教
授

よ
り
「
太
田
川
の
自
然
災
害
」
と
題
し

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

太
田
川
河
川
事
務
所
長
よ
り
「
検
討

会
の
今
後
の
進
め
方
」
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
12
月
８
日
に
は
、
策
定
に

向
け
た
意
識
共
有
を
目
的
と
し
て
、

構
成
機
関
の
防
災
担
当
者
を
集
め
て

現
地
視
察
と
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
現
地
に
お
い
て
は
、
太
田
川
に
お

け
る
危
険
箇
所
の
状
況
、
平
成
26
年

８
月
の
土
砂
災
害
を
受
け
た
砂
防
堰

堤
の
整
備
状
況
、
お
よ
び
高
潮
対
策

事
業
の
状
況
を
視
察
い
た
だ
き
ま
し

た
。
勉
強
会
に
お
い
て
は
、
災
害
時
の

気
象
情
報
や
太
田
川
の
治
水
事
業
の

概
要
な
ど
を
説
明
し
、
水
防
災
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
出
席
者
か

ら
は
「
太
田
川
の
治
水
事
業
に
関
す
る

理
解
が
深
ま
っ
た
」「
普
段
接
す
る
こ

と
の
な
い
太
田
川
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
太
田
川
流

域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
全
国
で
初
め
て

「
洪
水
」、「
内
水
」、「
高
潮
」
及
び
「
土

砂
災
害
」
の
４
つ
の
事
象
を
想
定
し
て

検
討
す
る
予
定
で
す
。

今
後
、
平
成
31
年
度
出
水
期
か
ら

の
運
用
を
目
指
し
、
鋭
意
検
討
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　太田川河川事務所では、平成26年８月20日に発生した広島豪雨土砂災害により崩れて渓流に残っている不安定な土砂の安全性を
確保する「緊急事業」については地域の皆さまのご協力により24渓流（25基）の砂防えん堤工事を平成29年５月に完了させたところ
です。
　緊急事業が完了した渓流を含む安
佐南区山本、緑井、八木や安佐北区可
部東、大林地区などにおいて、広島豪
雨土砂災害と同規模の土砂災害が再
び発生した場合の土砂に対する安全
性を確保するため、引き続き、砂防え
ん堤等の整備を平成31年度末の完成
を目指して工事を進めています。
　平成29年8月以降、2渓流の砂防施
設（管理用道路を除く）が完成し、さら
に年度末までに2渓流の砂防施設が
完成する予定です。
　工事箇所周辺の皆さまには多数の
工事車両の通行や騒音など、ご心配を
お掛けしますが、安全対策を十分に行
いながら早期完成を目指して参ります
ので、引き続き、ご理解とご協力をお願
い申し上げます。

◆募集期間／平成30年１月15日（月）～2月2日（金）
　※事前申込みが必要となります。
太田川河川事務所ホームページをご覧いただくか、太田川河川事務所管理
第一課へお問い合わせください。

◆伐採期間／平成30年2月16日（金）～3月5日（月）
◆伐採場所／①広島市安佐北区口田南地先（大芝出張所管内）１４区画
　　　　　　②山県郡安芸太田町下筒賀地先（加計出張所管内）１５区画 
　　　　　　【１区画は、幅10ｍ×奥行20～30ｍ程度】
◆伐採種類／ヤナギ、竹など
問い合せ先は、太田川河川事務所　管理第一課　TEL（082）222-9248

広島市安佐北区口田南地先 山県郡安芸太田町下筒賀地先広島市安佐北区口田南地先 山県郡安芸太田町下筒賀地先

広島市長の挨拶

太田川水防災タイムラインのイメージ

1005渓流（小原砂防堰堤）安佐南区八木3丁目

H29.11.25撮影H29.11.25撮影

交通サービス 市町村 住民

○台風予報

○災害対策本部の設置 ○広域避難の体制確認
○台風に関する記者会見 ○避難方針の公表

○施設（ダム・水門・排水機場等）操
作確認

○交通サービス運行停止予告 ○自宅の保全
○台風に関する記者会見 ○資機材の調達 ○非常持ち出し物品準備

○避難所開設

○広域避難者の誘導・受入 ○広域避難開始
○台風に関する記者会見 ○リエゾンの派遣・TEC-FORCEの ○施設浸水対策の実施 ○リエゾン・TEC-FORCEの受入 ○要配慮者避難開始

（被害状況調査の支援）
○大雨警報・洪水警報 ○運行停止手順の確認 ○水防団待機

○河川・海岸・道路・砂防等の巡視 ○河川・道路等の巡視
○土砂災害警戒情報

○市町村長への事態逼迫状況の伝
○氾濫警戒情報 （ホットライン） ○避難指示・勧告の発表 ○避難開始

○大雨・暴風・高潮・波浪特別警報 ○道路通行規制の実施 ○運行停止準備の開始 ○水防活動実施 ○広域避難完了

○避難完了
○氾濫危険情報 ○市町村長への事態逼迫状況の伝 ○運行停止

（ホットライン）
○施設保全・退避完了 ○水防団等の危険箇所からの退避

○施設操作員の危険箇所からの退 ○最終的な危険回避行動

○氾濫発生情報
○被害状況の把握・施設等点検の
実施、公表

○被害状況の把握・施設点検 ○支援要請

○緊急輸送路の確保 ○運行見通しの公表

○交通サービス運行状況の把握、

○応急仮設住宅の供給 ○運行一部再開 ○水防活動一部終了

○警報の継続/解除 ○リエゾン・TEC-FORCE帰還 ○運行見通しの公表 ○避難指示・勧告の継続、一部解 ○避難継続、帰宅

○運行全体再開 ○水防活動全体終了 ○避難終了

国土交通省

災害対応体制を早期構築

し、要員・資機材を配備

運行停止の可能性

を早めに周知

広域避難の可能性を早

めに周知

早期に広域

避難を開始
事前の協定に基づき、緊

急避難路・運行停止

台風上陸前に

避難を完了

救助・物資輸送

の早期展開

迅速な災害対応

支援の実施

浸水しても早期復旧・再開が可能な
ように運行停止、施設の保全・退避


